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ア
メ
リ
カ
黒
人
文
学

ー
ア
ン

　
　
　
　
に
お
け
る
都
市

・
ペ
ト
リ
『
ス
ト
リ
ー
ト
』

の
場
合
1

山
　
下

・
L

一
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
然
と
「
都
市
の
形
成
」

　
一
四
九
二
年
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
「
発
見
」
か
ら
一
世
紀
以
上

が
経
過
し
、
一
六
〇
九
年
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
植
民
が
開
始
さ
れ
た
時
に

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ア
メ
リ
カ
に
は
多
数
の
先
住
民
が
住
ん
で
い
た
。
「
ア
メ

リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
人
々
は
自
然
の
中
で
、
自
然
を

畏
敬
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
自
然
の
土
地
ア
メ
リ
カ
に
や
っ
て
き

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
倣
っ
て
人
工
的
な
都
市
（
町
）
を
作

り
上
げ
る
。
こ
う
し
て
ボ
ス
ト
ン
、
セ
イ
ラ
ム
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
な
ど
の
町

が
作
ら
れ
、
一
六
六
四
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
領
ニ
ュ
ー
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
が
イ
ギ
リ

ス
領
と
な
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
改
め
ら
れ
る
。
独
立
戦
争
（
一
七
七
五
～
八
一

年
）
、
エ
リ
ー
運
河
の
完
成
（
一
八
二
五
年
）
、
第
一
次
移
民
流
入
（
一
八
四
〇
～

五
〇
年
代
）
な
ど
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
急
速
に
都
市
と
し
て
成
長
し
て
い

く
。
そ
の
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
す
は
例
え
ば
ビ
デ
オ
『
ギ
ャ
ン
グ
・
オ

ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』
（
二
〇
〇
二
）
な
ど
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
元
来
ア
メ
リ
カ
大
陸
は
極
め
て
自
然
の
豊
か
な
土
地
で
あ
っ
た
が
、
一
八
二
〇

年
代
か
ら
始
ま
っ
た
西
部
開
拓
や
東
部
の
都
市
化
な
ど
に
よ
り
、
自
然
の
破
壊
が

進
行
し
て
い
く
。
こ
れ
に
敏
感
に
反
応
し
た
の
が
ラ
ル
フ
・
ウ
ォ
ル
ド
ー
・
エ
マ

ス
ン
、
ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
ヴ
ィ
ツ
ド
・
ソ
ロ
ー
な
ど

ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
作
家
た
ち
で
あ
る
。
エ
マ
ス
ン
の
『
自
然
論
』
（
一
八
三
六
）

や
ソ
ロ
ー
の
『
森
の
生
活
』
（
一
八
五
四
）
は
、
自
然
賛
歌
と
し
て
後
の
ア
メ
リ

カ
：
不
イ
チ
ャ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
バ
イ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
。

　
し
か
し
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
は
自
然
を
征
服
す
る
よ
う
な
形
で
発
展
を
続
け

る
。
南
北
戦
争
後
に
は
大
陸
横
断
鉄
道
が
完
成
し
（
一
八
六
九
年
目
、
一
八
九
〇

年
に
は
遂
に
工
業
生
産
が
農
業
生
産
を
追
い
越
し
て
、
農
業
国
ア
メ
リ
カ
は
工
業

国
に
変
貌
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
人
口
の
都
市
集
中
、
巨
大
都
市
誕
生
（
一
例
と

し
て
シ
カ
ゴ
の
場
合
、
一
八
七
〇
年
に
二
〇
万
人
、
八
○
年
に
は
五
〇
万
人
、
九

〇
年
に
は
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
）
が
お
こ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
発
生

す
る
。
こ
れ
は
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
・
ク
レ
イ
ン
、
セ
オ
ド
ア
・
ド
ラ
イ
サ
ー
な
ど
自

然
主
義
作
家
の
文
学
の
主
題
と
な
り
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け

て
ア
メ
リ
カ
文
学
の
一
大
潮
流
を
形
成
す
る
。

　
工
業
国
ア
メ
リ
カ
の
誕
生
と
裏
腹
に
一
八
九
〇
年
に
は
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
消
滅
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宣
言
」
が
な
さ
れ
、
一
八
九
三
年
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
の

「
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
」
と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
自
然
保
護
の
必
要
性
を
唱
え
る
人
々
の
運
動
が
始
ま
り
、
ジ

ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
ら
に
よ
る
国
立
公
園
指
定
な
ど
自
然
保
護
運
動
が
本
格
化
す

る
。

二
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
と
都
市

　
二
〇
人
の
ア
フ
リ
カ
人
が
「
輸
入
」
さ
れ
、
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
の
が
一

六
一
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
一
六
四
一
年
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
を
皮
切
り

に
、
し
だ
い
に
奴
隷
制
が
法
制
化
さ
れ
、
一
七
〇
〇
年
頃
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
の

植
民
地
に
お
い
て
奴
隷
制
が
し
か
れ
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
は
奴
隷
と
し
て
強
制
労
働

に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
機
運
が
高
ま

る
の
と
並
行
し
て
反
奴
隷
制
感
情
も
強
ま
り
、
一
七
七
五
年
に
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ

ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
奴
隷
制
反
対
協
会
が
設
立
さ
れ
、
北
部
ヴ
ァ
ー
モ

ン
ト
（
州
）
で
は
一
七
七
七
年
に
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
北
部
諸
州

に
お
い
て
は
次
々
と
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
、
や
が
て
一
八
○
八
年
に
は
奴
隷
貿
易

が
禁
止
さ
れ
る
。
し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
の
進
展
や
綿
花

需
要
の
急
増
な
ど
に
よ
り
奴
隷
の
需
要
は
高
ま
り
、
奴
隷
密
貿
易
が
横
行
す
る
な

ど
し
て
、
奴
隷
制
は
却
っ
て
強
化
さ
れ
た
。

　
一
九
世
紀
に
な
る
と
奴
隷
制
廃
止
運
動
が
盛
り
上
が
り
、
一
八
三
〇
年
に
は
自

由
黒
人
協
会
が
、
三
三
年
に
は
ア
メ
リ
カ
奴
隷
正
反
対
協
会
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
に
お
い
て
結
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
南
北
戦
争
前
の
奴
隷
制
反
対
運
動
・
廃

止
運
動
の
中
心
は
北
部
の
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
の
奴
隷
制
廃
止
運
動
の
中
で
、
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
な
ど
逃
亡
奴
隷
に
よ
る
奴
隷
体
験
記
や
ハ
リ
エ
ッ
ト
・

ビ
ー
チ
ャ
ー
・
ス
ト
ウ
の
小
説
『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
（
一
八
五
二
）
が

発
表
さ
れ
、
美
し
く
牧
歌
的
な
南
部
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
黒
人
奴
隷
に
と
っ

て
は
生
き
地
獄
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
南
北
戦
争
終
結
（
一
八
六
五
年
）
ま
で
は
九
〇
％
の
黒
人
が
南
部
に
居
住
し
、

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
奴
隷
と
し
て
「
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
」
無
権
利
に
働
か

さ
れ
て
い
た
。
奴
隷
解
放
に
よ
っ
て
移
動
の
自
由
を
得
た
も
の
の
、
多
く
の
者
は

分
益
小
作
制
（
シ
ェ
ア
ク
ロ
ッ
ピ
ン
グ
）
と
い
う
新
た
な
束
縛
に
よ
っ
て
南
部
に

留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
八
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
の
南
部
の
工
業
化
と
農
業

の
機
械
化
の
進
展
に
伴
い
、
農
業
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
黒
人
た
ち
が
就
業
の
機
会

を
求
め
て
北
部
へ
移
動
し
始
め
る
。
こ
の
流
れ
を
ア
メ
リ
カ
歴
史
上
で
は
大
移
動

（
グ
レ
ー
ト
・
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
呼
ぶ
。

　
こ
の
結
果
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
シ
カ
ゴ
な
ど
北
部
の
都
市
に
住
む
黒
人
が
増
加

す
る
が
、
彼
ら
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
「
分
離
す
れ
ど
平
等
」
と
い
う
人
種
隔

離
に
よ
る
厳
し
い
人
種
差
別
で
あ
っ
た
。
都
市
に
お
け
る
こ
う
し
た
黒
人
の
生
活

を
描
い
た
文
学
が
二
〇
世
紀
初
頭
に
誕
生
す
る
。
と
り
わ
け
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ

ー
レ
ム
地
区
を
中
心
に
し
て
黒
人
に
よ
る
芸
術
・
文
化
が
花
開
き
、
こ
の
事
象
は

ハ
ー
レ
ム
・
ル
ネ
サ
ン
ス
あ
る
い
は
ニ
グ
ロ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
。

　
そ
の
後
も
南
部
か
ら
北
部
の
都
市
へ
の
黒
人
の
大
移
動
は
続
き
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
は
黒
人
人
口
の
約
半
分
が
北
部
の
都
市
に
暮
ら
す
こ
と
と
な
る
。
し
か

し
人
種
差
別
の
た
め
に
黒
人
は
貧
困
な
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
、
都
市
の
な
か
の
ゲ

ッ
ト
ー
に
集
住
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
す
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
の
公
民
権
運
動
に
よ
り
黒
人
の
法
的
地
位
は
改
善
さ
れ
た
も
の

の
、
次
に
は
黒
人
の
な
か
で
中
産
階
級
化
す
る
も
の
と
貧
困
層
（
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
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ス
）
の
差
が
拡
大
す
る
。
失
業
に
伴
う
貧
困
の
人
種
化
、
女
性
化
が
喧
伝
さ
れ
る

よ
う
に
、
都
市
に
お
け
る
黒
人
貧
困
層
の
問
題
が
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
重
大

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ビ
デ
オ
『
ボ
ー
イ
ズ

・
ン
・
ザ
・
フ
ッ
ド
』
（
一
九
九
一
）
な
ど
は
そ
の
よ
う
す
を
的
確
に
描
き
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
ビ
デ
オ
『
ド
ウ
ー
・
ザ
・
ラ
イ
ト
・
シ
ン
グ
』
（
一
九
八
九
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
と
の
軋
櫟
が
増
し
て
い
る
。

三
、

ア
メ
リ
カ
黒
人
文
学
と
都
市

　
　
ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア

　
黒
人
文
学
に
お
い
て
都
市
は
「
再
生
の
場
所
」
と
し
て
特
別
な
地
位
を
占
め
て

き
た
。
黒
人
に
と
っ
て
南
部
の
「
田
舎
」
は
奴
隷
制
の
記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る

忌
避
す
べ
き
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
都
市
は
「
希
望
」
の
象
徴
で
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
都
市
が
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
明
ら
か
と
な
る
。
大

移
動
か
ら
始
ま
る
黒
人
現
代
文
学
は
、
都
市
に
お
け
る
黒
人
の
幻
滅
の
過
程
と
苦

闘
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
が
主
流
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
作
家
と
作
品
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
ハ
ー
レ
ム
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期

　
　
ネ
ラ
・
ラ
雲
底
ン
　
　
　
　
「
パ
ッ
シ
ン
グ
』

　
　
ジ
ェ
シ
ー
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
『
プ
ラ
ム
・
バ
ン
』

ポ
ス
ト
・
ハ
ー
レ
ム
ル
ネ
サ
ン
ス
期

　
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
イ
ト
　
　
『
ア
メ
リ
カ
の
息
子
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ー
イ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ひ
で
え
ぜ
、
今
日
は
！
』

（一

纉
�
續
N
）

（一

纉
�
續
N
）

（一

緕
l
〇
年
）

（一

緕
l
五
年
）

（一

縺
ﾛ
ハ
三
年
）

　
　
ア
ン
・
ペ
ト
リ

　
　
ラ
ル
フ
・
エ
リ
ス
ン

現
代
（
ポ
ス
ト
公
民
権
運
動
期
）

　
　
グ
ロ
リ
ア
こ
不
イ
ラ
ー

『
ス
ト
リ
ー
ト
』

『
見
え
な
い
人
間
』

（一

緕
l
六
年
）

（一

繻
ﾜ
二
年
）

『
ブ
リ
ュ
ー
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ス
の
女
た
ち
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
二
年
）

ネ
ラ
・
ラ
ー
セ
ン
や
ジ
ェ
シ
ー
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト

　
　
の
作
品
に
お
け
る
パ
ッ
シ
ン
グ

　
都
市
生
活
の
特
徴
は
人
々
の
無
名
性
で
あ
る
。
南
部
の
共
同
体
に
お
い
て
は
、

人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
自
に
つ
い
て
熟
知
し
て
お
り
、
た
と
え
い
か
に
肌
が
白
く

て
も
あ
る
人
物
が
黒
人
の
血
を
ひ
い
て
い
る
こ
と
を
共
同
体
の
人
々
は
知
っ
て
お

り
、
そ
の
人
物
は
黒
人
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
さ
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
都
市

に
お
い
て
は
、
人
々
は
互
い
の
出
身
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
知
ろ
う
と

し
て
も
知
る
す
べ
が
な
い
場
合
さ
え
あ
る
。
こ
の
た
め
色
の
白
い
黒
人
は
自
分
の

血
統
を
い
つ
わ
り
、
白
人
の
ふ
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
白
い
黒

人
が
白
人
に
な
り
す
ま
す
こ
と
を
「
パ
ッ
シ
ン
グ
」
と
呼
び
、
グ
レ
ー
ト
・
マ
イ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
都
市
に
流
入
し
た
黒
人
、
あ
る
い
は
都
市
に
居
住
す
る

黒
人
の
な
か
に
は
、
白
人
に
な
り
す
ま
し
て
白
人
の
生
活
を
享
受
す
る
者
も
出
現

す
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
も
な
に
か
の
き
っ
か
け
で
黒
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

た
り
、
里
…
人
で
あ
る
こ
と
を
表
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
お
い
や
ら
れ
た
り
し

て
、
悲
劇
的
な
結
末
を
迎
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
ラ
ー
セ
ン
の
『
パ
ッ
シ
ン

グ
』
や
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
の
『
プ
ラ
ム
・
バ
ン
』
な
ど
は
そ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
扱

っ
た
も
の
で
あ
る
。



リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
イ
ト
に
お
け
る
暴
力

　
地
方
か
ら
都
市
に
移
住
し
て
き
た
黒
人
を
待
ち
う
け
て
い
た
も
の
は
南
部
と
形

を
変
え
た
人
種
差
別
で
あ
っ
た
。
不
十
分
な
学
校
教
育
と
農
業
労
働
の
経
験
し
か

な
い
黒
人
た
ち
が
都
市
に
お
い
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
劣
悪
な
賃
労
働
や

不
安
定
雇
用
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
多
数
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
犯
罪
に
手
を
染
め
る
黒
人
、
と
り
わ
け
若
者
も
多
く
、
都
市
と

暴
力
や
犯
罪
と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
な
る
。
ラ
イ
ト
の
自
伝
的
作
品
『
ブ
ラ

ッ
ク
・
ボ
ー
イ
』
は
南
部
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
か
ら
都
市
へ
の
脱
出
を
は
か
る
黒
人
少

年
の
物
語
で
あ
り
、
死
後
出
版
で
は
あ
る
が
実
際
は
三
〇
年
代
に
書
か
れ
た
『
ひ

で
え
ぜ
、
今
日
は
！
』
は
、
二
九
年
の
大
恐
慌
で
郵
便
局
員
と
し
て
の
仕
事
を
な

く
す
黒
人
青
年
の
物
語
で
あ
る
。

　
代
表
作
『
ア
メ
リ
カ
の
息
子
』
は
、
シ
カ
ゴ
の
貧
困
家
庭
に
育
っ
た
黒
人
青
年

の
暴
力
が
白
人
女
性
の
殺
人
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
形
を
と
っ
た
も
の
で
、
白

人
社
会
へ
の
抗
議
（
プ
ロ
テ
ス
ト
）
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
〇
年
代
の
キ

ン
グ
牧
師
を
中
心
と
す
る
南
部
で
の
公
民
権
運
動
と
並
行
す
る
形
で
北
部
で
は
マ

ル
カ
ム
X
ら
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
モ
ス
リ
ム
運
動
や
都
市
暴
動
の
頻
発
が
見
ら
れ
、
や

が
て
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
や
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ン
サ
ー
党
な
ど
の
黒
人
中
心
主

義
、
黒
人
過
激
派
が
白
人
と
敵
対
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
小
説
は
い
わ
ば
そ

の
予
兆
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ラ
ル
フ
・
エ
リ
ス
ン

　
　
『
見
え
な
い
人
間
』

に
お
け
る
ハ
ー
レ
ム

　
ラ
ー
セ
ン
や
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
の
パ
ッ
シ
ン
グ
小
説
の
際
に
述
べ
た
よ
う
に
、
都

市
生
活
に
は
無
名
性
と
暴
力
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。
エ
リ
ス
ン
の
『
見
え
な
い
人

間
』
は
い
ま
ま
で
見
て
き
た
二
〇
世
紀
前
半
の
黒
人
の
歴
史
を
総
ざ
ら
い
す
る
よ

う
な
作
品
で
あ
る
。
主
人
公
は
、
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
ー
レ
ム
に
住
ん
で

い
る
が
、
子
ど
も
時
代
と
学
生
生
活
は
南
部
の
田
舎
で
送
っ
て
い
た
。
そ
の
主
人

公
が
、
南
部
の
大
学
を
追
放
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
働
き
に
出
て

く
る
。
ペ
ン
キ
工
場
で
働
い
て
み
る
が
、
労
働
者
を
守
っ
て
く
れ
る
は
ず
の
労
働

組
合
さ
え
人
種
差
別
的
で
、
彼
の
加
盟
を
認
め
て
く
れ
な
い
。
怪
我
を
し
て
工
場

を
や
め
た
彼
は
次
に
ひ
よ
ん
な
こ
と
か
ら
友
愛
団
に
誘
わ
れ
て
加
盟
す
る
。

　
こ
の
政
治
組
織
は
白
人
・
黒
人
を
問
わ
ず
貧
し
い
も
の
の
味
方
の
は
ず
だ
が
、

実
際
は
や
は
り
白
人
主
導
で
あ
り
、
黒
人
解
放
を
め
ざ
す
別
組
織
と
は
対
立
抗
争

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
女
性
解
放
を
唱
え
る
も
の
の
、
実
態
は
性
的
に
利
用

し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
主
人
公
は
そ
の
よ
う
な
組
織
に
失
望
し
、
い
ま
や
地
下

室
に
潜
ん
で
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
な
が
ら
「
冬
眠
」
し
て
い
る
。
た
ま
に
外
に
出
て
も

彼
は
白
人
に
と
っ
て
は
存
在
し
な
い
「
透
明
人
間
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
実
感
す
る
。
こ
の
小
説
は
圧
倒
的
な
白
人
支
配
の
も
と
で
、
分
裂
抗
争
す
る
ば

か
り
の
黒
人
運
動
へ
の
失
望
と
無
力
感
に
満
ち
て
い
る
。

37
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四
、

ア
ン
・
ペ
ト
リ
『
ス
ト
リ
ー
ト
』

　
　
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　
ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
瞬
時
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
る
時
代
に
生
き
て
い
る
我
々
と

し
て
は
、
日
米
の
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
が
き
わ
め
て
小
さ
い
よ
う
な
錯
覚
を
も
っ
て
い

る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
彼
我
の
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
は
相
当
程
度
の
も
の
で
、
日

米
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ

な
い
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
ア
ン
・
ペ
ト
リ
と
い
う
作
家
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
作
家
で
あ
る
。
（
し
か
し
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
採
り
あ
げ

る
作
品
は
、
一
九
五
〇
年
に
『
街
路
』
と
い
う
題
で
翻
訳
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
）
ペ
ト
リ
に
は
三
冊
の
小
説
と
一
冊
の
短
編
小
説
集
、
数
冊
の
子
ど
も
向
け

の
著
作
が
あ
る
。
彼
女
の
第
一
作
『
ス
ト
リ
ー
ト
』
（
一
九
四
六
）
は
一
〇
〇
万

部
以
上
売
れ
た
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
ホ
ー
ト
ン
・
ミ
ブ
リ
ン
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。
し
か
し
彼
女
の
こ
と
や
こ
の
小
説
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
日
本
人
は
非

常
に
少
な
い
。

　
ペ
ト
リ
の
『
ス
ト
リ
ー
ト
』
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
イ
ト
の
『
ア
メ
リ
カ
の
息

子
』
と
比
較
さ
れ
る
。
確
か
に
都
市
に
住
む
貧
し
い
黒
人
を
自
然
主
義
的
筆
致
で

描
き
だ
し
た
点
は
ラ
イ
ト
に
共
通
す
る
面
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
作
品
を
ヒ
ロ
イ
ン

の
ル
ー
テ
ィ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
人
種
差
別
社
会
に
お
け
る
悲
劇
と
読
む
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
筆
者
も
初
め
て
こ
の
作
品
を
読
ん
だ
時
に
、
「
こ
れ
は
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ラ
イ
ト
の
女
性
版
だ
」
と
思
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
小
説
は
ヒ
ー
ロ
ー
が
ヒ
ロ
イ

ン
に
置
き
換
わ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
テ
ー
マ
そ
の
も
の
が
も
っ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

的
視
点
か
ら
選
ば
れ
て
い
て
、
現
代
的
で
あ
る
。

　
都
市
に
生
き
る
黒
人
が
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
、
と

り
わ
け
女
性
の
場
合
に
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
の
が

『
ス
ト
リ
ー
ト
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
主
人
公
ル
ー
テ
ィ
は
子
ど
も
を
抱
え

て
離
婚
し
、
ハ
ー
レ
ム
の
狭
い
汚
い
ア
パ
ー
ト
で
辛
う
じ
て
生
活
し
て
い
る
。
彼

女
は
何
と
か
も
っ
と
い
い
仕
事
に
つ
い
て
広
い
ア
パ
ー
ト
に
引
越
し
、
子
ど
も
を

き
ち
ん
と
育
て
よ
う
と
す
る
が
、
彼
女
の
願
い
は
な
か
な
か
実
現
さ
れ
な
い
。
歌

手
に
な
っ
て
も
っ
と
収
入
を
得
る
と
い
う
話
も
白
人
に
邪
魔
さ
れ
、
ル
ー
テ
ィ
は

自
分
を
だ
ま
し
た
黒
人
男
性
を
殺
し
て
シ
カ
ゴ
へ
逃
亡
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

こ
の
小
説
は
都
市
を
仕
事
と
生
活
と
い
う
側
面
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
作

品
が
都
市
の
黒
人
を
描
い
た
文
学
の
典
型
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
代
に
も

通
用
す
る
黒
人
女
性
の
都
市
生
活
の
困
難
を
描
い
て
い
る
点
を
以
下
に
詳
し
く
見

て
い
き
た
い
。

黒
人
女
性
と
仕
事
ー
ル
ー
テ
ィ
の
価
値
観

　
こ
の
小
説
を
ル
ー
テ
ィ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
物
語
と
し
て
読
む
の
は
当
然
と
い
え

ば
当
然
で
あ
る
。
書
き
出
し
は
一
九
四
四
年
一
一
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
一
＝
ハ

番
街
の
描
写
で
始
ま
り
、
次
の
ペ
ー
ジ
で
ル
ー
テ
ィ
が
登
場
し
、
彼
女
の
話
が
開

始
さ
れ
る
。
全
一
八
章
の
う
ち
彼
女
に
視
点
を
合
わ
せ
て
語
ら
れ
る
の
が
一
〇
章

に
お
よ
び
、
最
後
の
章
も
彼
女
が
ブ
ー
ツ
・
ス
ミ
ス
を
殺
害
し
て
シ
カ
ゴ
に
逃
亡

す
る
場
面
で
終
わ
る
。
彼
女
が
こ
の
物
語
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
ル
ー
テ
ィ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ

う
。　

こ
の
作
品
に
つ
い
て
批
評
家
の
バ
ー
バ
ラ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
「
生
活
を
切
り
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拓
こ
う
と
苦
闘
す
る
都
会
の
黒
人
母
親
像
を
描
い
た
最
も
初
期
の
作
品
の
一
つ
」

（ひ

｢）

ﾆ
呼
び
、
そ
の
先
駆
的
業
績
を
讃
え
て
い
る
。
ま
た
キ
ャ
ロ
ル
・
ヘ
ン
ダ

ー
ソ
ン
は
「
イ
ン
ナ
ー
・
シ
テ
ィ
で
生
き
延
び
る
た
め
に
苦
闘
す
る
黒
人
母
親
を

描
い
た
最
初
の
女
性
小
説
家
」
（
＝
い
）
と
作
者
を
評
価
し
、
作
品
の
現
代
性
を
指

摘
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
登
場
人
物
で
あ
る
ル
ー
テ
ィ
は
、
し
か

し
、
願
望
を
果
た
せ
ず
、
あ
げ
く
の
果
て
は
殺
人
を
犯
し
て
、
他
の
都
市
へ
の
逃

亡
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
彼
女
の
物
語
が
示
し
て
い
る
の
は
貧
困
の
犠
牲
者
と
し

て
の
悲
劇
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。
で
は
一
体
何
が
彼
女
を
そ
こ
へ
追
い
詰

め
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
根
本
の
と
こ
ろ
に
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
人
種
差
別
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
ル
ー
テ
ィ
が
何
度
も
繰
り
返
す
よ
う
に
、
彼
女
の
不
幸
の
原
因
は
黒
人
に

仕
事
を
与
え
な
い
ア
メ
リ
カ
（
白
人
）
社
会
で
あ
る
。
（
い
。
。
。
。
）
一
九
三
八
年
に
夫

の
ジ
ム
が
失
職
し
、
ど
う
し
て
も
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
や
む
な
く
彼
女

が
白
人
家
庭
の
住
み
込
み
メ
イ
ド
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
。
不
況
の
三
〇
年
代

と
は
い
え
、
彼
女
が
推
薦
状
を
依
頼
し
た
イ
タ
リ
ア
系
移
民
ピ
ッ
ツ
イ
ニ
夫
人
の

店
は
成
功
し
、
今
や
豊
か
な
生
活
を
享
受
し
て
い
る
し
、
住
み
込
み
先
の
チ
ャ
ン

ド
ラ
ー
家
も
紙
製
品
製
造
で
潤
っ
て
い
る
。
職
が
な
く
て
困
窮
し
て
い
る
の
は
黒

人
ば
か
り
で
あ
る
。
夫
に
仕
事
が
な
け
れ
ば
妻
が
働
く
し
か
な
い
の
だ
が
、
黒
人

女
性
に
宛
が
わ
れ
る
仕
事
は
、
自
分
の
家
庭
を
離
れ
て
白
人
の
家
庭
の
た
め
に
働

く
メ
イ
ド
で
あ
る
。
生
計
を
支
え
る
た
め
に
自
分
の
家
族
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て

働
い
た
結
果
が
、
夫
の
浮
気
を
招
き
、
子
ど
も
を
つ
れ
て
の
別
居
へ
と
ル
ー
テ
ィ

を
追
い
や
る
。

　
子
ど
も
と
二
人
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
彼
女
は
洗
濯
の
プ
レ
ス
の
仕

事
を
し
た
り
、
タ
イ
プ
を
習
っ
た
り
し
て
よ
う
や
く
文
書
整
理
係
の
職
を
得
た
の

だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
職
で
得
ら
れ
る
賃
金
で
は
ハ
ー
レ
ム
の
狭
く
て
汚
い
ア
パ

ー
ト
に
住
み
、
か
ろ
う
じ
て
食
べ
て
い
け
る
だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
い
い
ア
パ
ー

ト
に
引
っ
越
し
て
安
定
し
た
生
活
を
し
た
い
と
望
む
彼
女
に
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
す

る
が
、
そ
れ
は
一
種
の
わ
な
で
あ
る
。
ジ
ュ
ン
ト
ー
と
い
う
白
人
の
経
営
す
る
酒

場
で
ブ
ー
ツ
の
バ
ン
ド
で
歌
手
と
し
て
歌
わ
な
い
か
と
い
う
話
で
、
収
入
も
ア
ッ

プ
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
女
に
目
を
つ
け
た
ジ
ュ
ン
ト
ー
の
計
略
で
、

歌
手
と
し
て
収
入
を
得
る
と
い
う
話
は
実
現
さ
れ
な
い
。
こ
の
話
は
所
詮
、
若
く

て
美
し
い
ル
ー
テ
ィ
を
自
分
の
も
の
に
し
た
い
と
い
う
白
人
男
性
や
、
そ
の
分
け

前
に
あ
ず
か
り
た
い
と
う
黒
人
男
性
の
口
実
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
若
い

黒
人
女
を
見
る
目
が
画
一
的
な
の
は
男
た
ち
に
限
っ
て
い
な
い
。
彼
女
が
チ
ャ
ン

ド
ラ
ー
家
で
働
い
て
い
た
と
き
に
も
、
「
若
い
黒
人
女
は
み
ん
な
売
春
婦
だ
」

（轟

｢）

ﾆ
い
う
の
が
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
夫
人
の
友
人
た
ち
の
自
動
的
な
反
応
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
黒
人
女
性
が
能
力
を
い
か
せ
る
ま
と
も
な
仕
事
に
つ
く
の
を
妨

げ
て
い
る
の
は
、
白
人
紳
士
は
黒
人
女
を
求
め
て
い
る
し
、
黒
人
女
も
白
人
紳
士

を
求
め
て
い
る
と
い
う
「
黒
人
女
と
白
人
紳
士
」
（
轟
ミ
）
に
ま
つ
わ
る
性
的
「
神

話
」
で
あ
る
。
黒
人
女
性
で
あ
る
ミ
セ
ス
・
ヘ
ッ
ジ
ズ
で
さ
え
、
売
春
宿
を
経
営

し
、
「
少
し
ば
か
り
余
分
の
お
金
が
ほ
し
け
れ
ば
白
人
男
性
に
や
さ
し
く
し
な
さ

い
」
と
ル
ー
テ
ィ
に
勧
め
る
次
第
で
あ
る
。

　
彼
女
の
父
ポ
ッ
プ
も
無
職
で
、
密
造
酒
販
売
で
辛
う
じ
て
生
活
し
て
い
る
ば
か

り
で
、
そ
れ
さ
え
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
彼
女
た
ち
の
と
こ
ろ
に
居
候
す
る
ほ
ど

で
、
当
て
に
な
ら
な
い
。
彼
女
を
レ
イ
プ
し
ょ
う
と
し
て
襲
い
か
か
る
管
理
人
ジ

ョ
ー
ン
ズ
は
、
失
敗
す
る
と
そ
の
恨
み
か
ら
ル
ー
テ
ィ
の
息
子
パ
ブ
を
騙
し
て
悪

事
に
誘
い
込
む
。
こ
の
よ
う
に
彼
女
を
取
り
巻
く
男
た
ち
は
誰
ひ
と
り
と
し
て
彼

女
の
助
け
に
な
ら
な
い
。
彼
女
は
回
り
の
黒
人
女
性
た
ち
に
も
違
和
感
を
感
じ
て
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つ
き
あ
い
を
し
ょ
う
と
し
な
い
。
こ
う
し
て
彼
女
は
孤
立
無
援
の
状
態
に
陥
っ
て

ゆ
く
。
彼
女
が
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
追
い
込
ま
れ
る
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
白

人
の
好
計
や
無
理
解
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
は
白
人

と
黒
人
の
あ
い
だ
に
は
「
壁
」
が
あ
り
、
算
入
は
壁
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
の
で
あ
る
。
（
お
O
）
（
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
エ
リ
ス
ン
の
『
見

え
な
い
人
間
』
に
引
き
継
が
れ
る
。
）

　
ル
ー
テ
ィ
は
最
後
に
こ
の
悟
り
に
到
達
し
て
、
怒
り
の
余
り
に
殺
人
を
犯
す
の

だ
が
、
そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
彼
女
は
あ
ま
り
に
イ
ノ
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
彼
女
が

白
人
的
な
価
値
観
や
倫
理
観
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
随
所
に
描
か
れ
て
い

る
。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
刻
苦
勉
励
に
倣
え
ば
自
分
も
成
功
で
き

る
と
信
じ
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
家
で
の
メ
イ
ド
生
活
を
通
し
て
白
人
中
産
階
級
の
ア

メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
に
染
ま
っ
て
い
く
。
し
か
し
そ
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー

ム
は
白
人
に
の
み
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ル
ー
テ
ィ
は
理
解
し
て
い
な

い
。　

ル
ー
テ
ィ
が
あ
ま
り
に
白
人
的
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
た
た
め
に
こ
の

よ
う
な
悲
劇
を
招
い
た
こ
と
の
指
摘
は
多
く
の
批
評
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

る
。
風
呂
本
惇
子
は
ゲ
イ
ル
・
ワ
ー
ス
ト
の
論
を
引
き
な
が
ら
、
こ
の
作
品
に
お

け
る
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
的
メ
タ
フ
ァ
ー
の
虚
妄
性
を
い
か
に
作
者

が
意
図
的
に
利
用
し
て
い
る
か
を
解
明
し
て
い
る
。
ま
た
カ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ン

ト
ン
は
作
者
が
ル
ー
テ
ィ
の
み
な
ら
ず
他
の
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
の
里
…
人
女
性
を
描

い
て
い
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
ル
ー
テ
ィ
の
「
階
級
（
お
よ
び
皮
膚
の
色
の
濃

淡
）
に
よ
る
偏
見
」
（
。
。
一
）
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ヒ
ラ
リ
ー
・
ホ
ラ
デ
イ

は
、
ル
ー
テ
ィ
は
人
間
関
係
か
ら
常
に
逃
避
し
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
女
の
不
幸
を

も
た
ら
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
（
い
O
）
こ
れ
に
関
連
し
て
フ
ァ
ラ
i
・
グ
リ
フ

イ
ン
は
こ
の
作
品
中
に
お
け
る
祖
母
の
声
（
教
え
）
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
ル
ー

テ
ィ
が
黒
人
的
価
値
を
学
ば
す
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
点
を
批
判
し
て
い
る
。
（
＝
†
一
い
）

　
こ
の
よ
う
に
、
ル
ー
テ
ィ
の
悲
劇
は
人
種
差
別
社
会
に
お
け
る
黒
人
の
立
場
を

忘
れ
た
故
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
は
核
心
を
つ
い
て
い
る
。

し
か
し
白
人
に
と
っ
て
さ
え
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
は
し
ょ
せ
ん
「
夢
」
で
あ

る
と
い
う
現
実
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
彼
女
が
思
い
を
は
せ

る
場
面
が
あ
る
。
児
童
保
護
観
察
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
息
子
パ
ブ
に
面
会
に
行

っ
た
際
に
、
収
容
さ
れ
て
い
る
の
は
全
員
黒
人
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
三
人
の
白

人
が
い
る
こ
と
に
気
づ
く
と
ル
ー
テ
ィ
は
、
こ
の
よ
う
な
目
に
あ
う
の
は
人
種
の

せ
い
で
は
な
く
て
、
貧
し
さ
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
（
轟
O
O
）
世
の
中
に

は
白
人
で
も
貧
し
い
者
が
い
る
と
い
う
あ
た
り
ま
え
の
事
実
に
彼
女
は
い
き
あ
た

る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
彼
女
の
怒
り
は
貧
困
を
生
み
出
す
元

凶
で
あ
る
人
種
主
義
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
全
体
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　
『
ス
ト
リ
ー
ト
』
の
中
心
的
人
物
が
ル
ー
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
ル

ー
テ
ィ
だ
け
に
目
を
む
け
て
い
る
と
、
こ
の
作
品
全
体
が
表
現
し
て
い
る
も
の
を

読
み
取
り
そ
こ
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
キ
ー
ス
・
ク
ラ
ー
ク
や
マ
ー
ジ
ョ

リ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
ル
ー
テ
ィ
の
単
な
る
犠
牲
の

物
語
で
は
な
く
て
、
黒
人
女
性
の
共
同
体
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は

何
気
な
し
に
読
ん
で
い
れ
ば
ル
ー
テ
ィ
を
ヒ
ロ
イ
ン
と
す
る
物
語
だ
と
思
っ
て
し

ま
い
そ
う
だ
が
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
ル
ー
テ
ィ
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
章
が
半

分
以
上
を
占
め
る
と
は
い
え
、
他
の
章
に
お
い
て
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
四
章
）
、
ミ
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ン
（
二
章
）
、
ブ
ー
ツ
（
一
章
）
、
ミ
ス
・
リ
ン
ナ
i
（
一
章
）
と
い
う
よ
う
に
そ

の
周
辺
人
物
だ
ち
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
語
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
語
り
の
中
心

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
ミ
セ
ス
・
ヘ
ッ
ジ
ズ
と
ジ
ュ
ン
ト
ー
の
物
語
も
見
逃

せ
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
矛
盾
す
る
点

を
も
っ
て
い
た
り
、
一
面
的
で
な
い
性
格
や
態
度
を
み
せ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の

物
語
全
体
を
通
し
て
示
さ
れ
る
。
こ
の
小
説
は
白
人
社
会
と
そ
の
犠
牲
と
な
っ
て

い
る
黒
人
社
会
の
無
力
さ
や
怠
惰
に
憤
る
ル
ー
テ
ィ
の
物
語
を
機
軸
に
し
な
が
ら

も
、
単
な
る
人
種
差
別
批
判
で
は
な
く
、
そ
の
中
で
生
き
延
び
る
人
間
を
描
く
物

語
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
基
本
的
に
は
白
人
社
会
で
あ
る

が
、
黒
人
男
性
た
ち
も
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
作
品
は
「
黒
人
女
が
黒
人
男
を
殺
す
最
初
の
物
語
だ
」
と
ハ
ー
ン
ト
ン

（い

氏j

ｪ
述
べ
て
い
る
の
は
正
確
で
は
な
い
が
（
ゾ
ラ
・
ニ
ー
ル
・
ハ
ー
ス
ト
ン

の
『
彼
ら
の
目
は
神
を
見
て
い
た
』
（
一
九
三
七
）
も
そ
う
で
あ
る
）
、
こ
の
小
説

に
お
い
て
黒
人
男
性
も
弾
劾
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、

よ
り
明
確
に
は
、
後
に
ア
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
『
カ
ラ
ー
パ
ー
プ
ル
』
（
一
九

八
二
）
な
ど
で
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
に
お
け
る
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
の
苦
闘
と
い
う
テ
ー
マ
や
、
黒
人
男
性
批
判
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
今
日
の

黒
人
文
学
に
も
有
効
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
ペ
ト
リ
の
『
ス
ト
リ
ー
ト
』

は
先
見
的
で
あ
っ
た
し
、
も
っ
と
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
作
品
で
あ
る
。
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